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篠原光代

歯科医のための“くすりの赤本”
４年に１度の改訂版

1981年の初版刊行以来、長く支持され、読まれ続けている『歯科に
おけるくすりの使い方』。2027-2030版では、内容をさらに充実させ、
質・量ともにアップグレードしました。 
既存薬剤の情報を最新の知見に基づいて刷新しただけでなく、新
規薬剤や関連疾患の項目も新たに追加。さらに、抗菌薬を取り巻く
最新トピックや、日常診療で使用する薬剤が供給不足となった際の
代替薬の選択と使用上の注意点など、臨床現場の「困った」に応え
る実践的な情報を多数収載しています。 
歯科診療に欠かせない、確かな情報を凝縮。若手歯科医師の学習
にも、ベテラン歯科医師の知識のアップデートにも役立つ、診療室に
常備いただきたい一冊です。 
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分厚いのには分厚いだけの意味がある。院内図書に最適。すべてが網羅されているこの一冊。 
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歯科における
くすりの
使い方

長年使っていた薬が手に入らない。代替薬はどうする？
口腔粘膜疾患に対する処方の幅を広げたい 
最新の処方情報を確認したい 

こんなお困りごとありませんか？
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